
平成３０年４月 

東京都ボウリング連盟 会員各位 

東京都ボウリング連盟 

競技委員会 

 

        平成 30 年度 本部月例会要項変更について 
 

 

時下 益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃より当連盟の運営にご理解ご協力を賜り、感謝申し上げます。 

 

 本部月例会の関連で下記の通り要項変更を行います。 

会員の皆様には、内容をご理解いただき、今まで以上のご参加をいただけますよう、お願い申し 

上げます。 

  

 

 １．本部月例ハンデキャップの新設 
 

 ２月度・３月度の本部月例会の褒賞について、新設する本部月例ハンデキャップによる順位表彰 

およびスクラッチによる順位表彰とします。 

 東京都選抜選手権の出場権は、ハンデキャップ込みの優勝とスクラッチの優勝両方に与えます。 

 

  ４月度から１月度の本部月例会のアベレージと参加回数をもとにハンデキャップを設定します。 

 

  ・ハンデキャップ ・・・ ２１０ － アベレージ × 参加係数 

 

      参加係数は４月から１月の参加回数によって決定します。 

       １０回    ・・・ １００％ 

         ９回    ・・・  ９０％ 

         ８回    ・・・  ８０％ 

         ７回    ・・・  ７０％ 

         ６回    ・・・  ６０％ 

         １回～５回 ・・・  ５０％ 

         ０回    ・・・   ０ 

 

       上限 ジュニア／一般 男子：４０ 女子：５０ 

          シニア     男子：５０ 女子：６０ 

 

      従来の年齢性別ハンデの方が大きい場合は年齢性別ハンデを採用します。 

       ２月度の結果によるハンデキャップ計算の変更は行いません。 

       ※２月の月例会が１回目の選手のみ上記にて計算します。 

 

  ・表彰 

   ハンデキャップ込み   優勝～第３位 

   スクラッチ(性別ハンデ込み)     優勝～第３位 

※順位表彰は参加チーム数の半数以下までとする 

                      重複表彰あり。 

 

   ハイゲームについては、従来通り個人は男女別スクラッチ、チームはハンデキャップ込みと 

します。 

以 上  


